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まえがき 
 
本書は、経済産業省／日本規格協会から、山口大学が受託して作成した、標準化教

育のための「教育者用」教材である。なぜ我々は、このような教材を作成するに至っ

たのだろうか。 

標準化活動をリードすることが重要であれば、標準化人材を育成する必要があるの

は当然だ。しかし、世界を見渡しても、特に日本は標準化人材の育成が遅れている。

もちろんわが国でも、標準化人材の育成は長い歴史を持つが、そこで育成されてきた

人材は、標準化の会議で会議をリードし、規格を作成する人材であった。このような

人材の育成には、実際の場を経験する OJT や、それをシミュレートする研修などの効

果が大きく、日本規格協会を中心に様々な研修コースが準備されてきた。 

しかし、現代の社会環境／ビジネス環境の中で標準化を有効に活用するためには、

標準化がどのようなビジネス影響を与えるかを予測し、自らにとって価値の高い標準

とは何か、ビジネス上の障害となる標準とは何かを見抜き、積極的に標準化活動の方

向付けを行うことができる人材を育て、このような人材が社会のトップ、会社の経営

層などに増加しなければならない。これが出来ていないために、標準化の重要性と、

その人材育成の必要性が理解されず、その育成が上手くいっていないのである。つま

り、人材育成に最も強い力を発揮できる人材マネジメント層が、標準化活動と、それ

を担う人材の重要性を、定性的には感じつつも定量的に把握できていないため、どの

程度のリソースを標準化活動とその人材育成に費やすべきかが判断できていないの

が、この問題の本質だ。 

このような中で、2017 年 1 月に、JISC の標準化官民戦略会議標準化人材育成 WG

は、標準化人材の育成の中で最も重要なことが「経営層」の標準化に対する意識を変

革することだと指摘した。これはとても重要な指摘だが、経営者の認識を変えるのは

容易ではない。当然ながら経営層は忙しく、標準化活動に関する研修や講演を聞く余

裕などないし、日本の標準化専門家は、専門家であるがゆえに経営企画部門からの距

離が遠く、経営層に標準化の価値を打ち込むポジションにいない。仮にいたとして

も、標準化のビジネス効果を数値で説明することは難しく、他社の事例等で経営者を

説得するのは困難だ。 

このような検討を経て、我々はその解決策として、「標準化を支える人材」、具体的

には、大学生・大学院生に対する標準化教育の充実が、遠回りに見えても最も効果が

高いのではないかと感じるようになってきた。そして、実際にどの程度大学や大学院
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で標準化の教育が行われているかを調査し、その未整備な状況に驚くとともに、教育

が実施できない最も大きな理由が、「教育者の不足」であるとの結論に至ったのであ

る。 

そして我々は、この「教育者の不足」を補うために、ある程度の素養がある大学教

官であれば、誰でも学部レベルの標準化教育を行うことができるように、投影用スラ

イド、実際の講義ビデオとともに、この「教育用テキスト」を取りまとめた。この 3

点セットを利用していただければ、大学の 2 年生～4 年生をターゲットとした、標準

化の重要性を理解させる講義を実施することが可能となるはずだ。 

教育には長い時間が掛かる。特にその必要性が認識されていない教育は、まず必要

性の認識を広め、その認識が浸透して教育を開始しようとしたときに、容易に実現で

きる環境を整えておくことが重要だ。 

本書が、標準化人材の裾野を広げ、将来のわが国で標準化に理解のある政治家、行

政官、企業経営者、そして教育者を増加させることに貢献できることを願っている。 
 
 

2018 年 8 月吉日 

江藤 学 
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